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処･,分 庁
皿 福祉事務廚長

上記審査請求人から平成２３年３月18 日付けで提起のあごった生活保護法
（昭和2 51 年法律第１４４号。以下「法」という。卜 第､６３条の規定に基づく
費用返還決定処分に係る審査請求について、次のとおり裁決する。　‥ ‥‥　　‥

ニ　　 ト　　　　　 つ主　　文

処分庁が平成２３年１月３１日付けで請求人に対して行った法第６３条に基
づく費用返還決定処分は、これを取り消す。　　　　　　　　　　ご　　犬

理　 ．由

第１二審査請求の趣l旨及び審査請求人め主張
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１　審査請求の趣旨　　　　　　　　　 犬
審査請求人卜（以下「請求人」という。）は√処分庁が平成２ ３年１と月３

１日付けで請求人に対して行った法第６３条に基づく費用返還決定処分
（以下「本件処分」という。）について不服があるとも 、その取消しを求
めて本件審査請求を提起したものである。　　　　レ

２　請求人の主張　　　　‥十
万審査請求書等によると、請求人は次の理由から本件処分は不当であると
主張する。　　　　　　　　ユ　　　‥　　　　　　　　　　　　　　二
(1) 社会保険庁の記録もれにより遡及して支給された年金を'法第６３条を
適用し返還をもとめることは妥当でない。 し

（2）平成２２年５月71日に辞退書を提出した時には、返還の指導がなく壼
族年金の収入認定により保護を廃止しだ。年金を費消し、１１月１５日
に生活保籘を再申請したI後に法６３条の適用に変更したことは、福祉事
務所のミスである。

第２
１

処分庁の弁明の趣旨及び主張 ＼｡｡
処分庁め弁明の趣旨　　　 ／

「本件審査請求を棄却する。」 と`の裁決を求める。

２ 二処分庁の主張
（1）生活保護受給者の「年金記録問題」への対応iこついて（平成19年12Jil
28日　厚生労働省社会・援篳局保護課保護係長事務連絡。以下「保護係
長事務連絡」というU）に従い√誚求人が遡及して受給した年金について
法第６ ３条を適用した。　　　　　　　　　　　　　＞　　　　 二

（2 ） 誚 求 人 か ら 辞 退 書 が 提 出 さ れ た 時 に 返 還 の 指 導 を し な か っ た の は 、 年

金 の 受 給 は 保 護 廃 止 後 で 、 受 給 額 は 不 明 と の 請 求 人 の 申 立 て が あ っ た か

ら で あ る
○･　　　　

ｊ　．　・　　　●　　・　．　　　　　
・　　　　　･　

●･　　　．
・　、．　’ ．１　　　　　

’

第３　審査庁の認定事実及び判断　　　し
１　認定事実　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス

（1）請求人は、平成22年5月7.日に「６月１日より年金収入にて生活出きる
ようになりますので保護を辞退します」と記載された辞退届を処分庁に
提出し、同日受理された。　　　　 △

（2）処分庁は、平成22年5月12日に平成22年6月１日付け保護廃止を決定し、
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平成22年6月11日付けで請求人へ通知した。

(3) H 求人は、平成22年5月14 日に、平成17年2月から平成22年3月の間の遺
族年金1, 779, 012円を遡及受給した。　　　　　　　　へ

（4）請求人は、遡及受給した遺族年金を費消し、生活に困窮したとして平
成22年11月12日保護申請書を提出した。処分庁は、平成22年11月12 日付
けで保護の開始を決定し、平成22年13月８日付け保護決定通知書を請求人
に交付した。開始理由は、1轤･ さんの貯金等の減少・喪失により|挧紿し
ま す 。」 で あ っ た 。　　　 卜　　　　　　　　　　

ｌ　　　　　 ＼　　　　
つ

（5 ） 処 分 庁 は ， 澤 及 受 給 し た 遺 族 年 金 の う ち ， 消 滅 時 効 が 完 成 し た287,  580

円 を 除 き ， 平 成22 年5 月 の 支 給 済 み 保 護 費121,390 円 を 加 え た1; 612, 822 円･

●　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　 ・　　　　　　　　　
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　 ， ●

を 法 ６ ３ 条, 坏 ）対 象 と し た
○‘　　　　　　　　　　　 。･　　

｀　　．
ｉ　　　　

。　　　　１　　　　　　　
●　　

・

（6）処分庁は，上記法６３条対象額から平成22年6月から平成22年11月11日
の間の最低生活費かちこの期間に保護を受けていたと仮定した場合に収
入認定すべき遺族年金との差額351, 532円を控除した1,261,290 円の返還
を決定し，平成33年1月31日付けで請求人へ通知した。　　　 十

２　 判 断 つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 … ……

法 ６ ３ 条 は 、ﾚ「被 保 護 者 が 、 急 迫 の 場 合 等 に お い て 、 資 力 が あ る に も か

か わ ら ず 、 保 護 を 受 け た と き は 、 保 護 に 要 す る 費 用 を 支 弁 し た 都 道 府 県 又

は 市 町 村 に 対 し て 、 す み や か に 、 そ の 受 け た 保 護 金 品 に 相 当 す る 金 額 の 範

囲 内 に お い て 保 護 の 実 施 機 関 の 定 め る 額 を 返 還 し な け れ ば な ら な い 。」 と

規 定 し て い る 。　　　　　　　　　 ／　 卜　　　　 △

ま た 、 生 活 保 護 問 答 集 にう い て （平 成 ２ １ 年 ３ 月 ３ １ 日 厚 生 労 働 省 社 会

・ 援 護 扁 保 護 課 長 事 務 連 絡 。 以 下 、「問 答 集 」卜とい う。） の 問 １ ３ － ５ に は 、

法 第 ６ ３ 条 に 基 づ ぐ 返 還 額 の 決 定 に つ い て 、「原 則 と し て 当 該 資 力 を 限 度
●　　　　　　　　　、　　　　　　　４　　　．　ｙ

と し て 支 給 し た 保 護 金 品 の 全 額 を 返 還 額 と す べ き 」 と し な が ら も 、「保 護

金 品 の 全 額 を 返 還 額 と す る と と が 当 該 世 帯 の 自 立 を 著 し く 阻 害 す る と 認 め

ら れ る よ う な 場 合 に は 、 次 め 範 囲 に お い て そ れ ぞ れ の 額 を 本 来 の 要 返 還 額

か ら 控 除 し て 返 還 額 を 決 定 す る 取 扱 い と し て 差 し 支 え な い 」 と し 、ｿ「゙ 次 の

範 囲 」 と し て ア か ら オ ま で の ５ 項:目 を 規 定 し て い る 。　　 ∧

よって、本件について、まず、法第６３条を適用した処分の適否、次に、
適当とした場合の控除額の認定の適否に分けて判断することとする。
（1）法６３条適用の適否について
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認 定 事 実（３ ）で 認 定 し た ＼と お り 、 請 求 人 は4 平 成22 年5 月14 日 に 、 平

成17 年2 月 か ら 平 成22 年 β月 の 間 の 遺 族 年 金1,  779, 012 円 を 遡 及 受 給 し た 。

保 護 係 長 事 務 連 絡 に 、 遡 及 し て 支 給 さ れ た 年 金 の う ち 、 ５ 年 以 内 の 年

金 に つ い て=は 、「従 来 ど お り 、 法 第 ６ ３ 条 に 基 づ Ｘ 費 用 返 還 請 求 の 対 象

と な る 。（ 法 第 ６ Ｓ 条 に よ る 費 用 返 還 が 決 定 さ れ た 日 か ら 遡 っ て ５ 年 間

分 の 保 護 費 相 当 分 が 対 象 。 な お 、 原 則 と し て 全 額 が 返 還 対 象 に な る が 、

当 該 世 帯 の 自 立 を 著 し く 阻 害 す る と 認 め ら れ る｡よ う な 場 合 に お い て は 、

一 部 返 還 額 を 控 除 し て も 差 し 支 え な い の で 留 意 願 い た い 。）。」 と 規 定 さ

れ て い る｡　　 ‥　　　　　　 ｀　　　　　　　　　　　　　　　 十

処 分 庁 は 、 こ の 規 定‘に 従 い 法 第 ６ ３ 条 を 適 用 し た も め で あ り 、 違 法 ・

不 当 な 点 臑 見 受 け ら れ な い 。　　　　　　　　　　　　　　　 ▽

な お 、 処 分 庁 か ら 提 出 さ れ た 資 料 か ち は 、「年 金 記 録 問 題 」 に よ り 遡/ ’

及 支 給 さ れ た 年 金 か 否 か は 判 断 で き な い 。 でし か し な が ら 、 も し 、 否 で あ

っ て も 保 護 係 長 事 務 連 絡 に も ［従 来 ど お り ］ と 記 載 さ れ て い る と お り 、

５ 年 以 内 の 年 金 に つ い て は 、 法 第:63 条 に 基 づ く 費 用 返 還 請 求 の 対 象 と

・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　。●-な り 、 処 分 庁 の 処 分 に 誤 り は な い 。し
ま た 、 請 求 人 は 、 生 活 保 護 辞 退 を 申 し 出 た 際 に 処 分 庁 が 返 還 指 導 を 行

わ ず 、 遡 及 し て 支 給 さ れ た 年 金 を｡費 消 し 、 資 力 が な く な っ て か ら 法 第 ６

３ 条 め 返 還 を 求 め:た こ と は 、最 低 限 度 の 生 活 を 保 障 す る 法･の 趣 旨 に 反 し 、

不 当 で あ る と 主 張 す る 。コ　　　　　　　　　　 ダ　　　　　　　 、

＼し か し な が ら 、 事 前 の 返 還 指 導 は 、 法 第･63 条 適 用 の 法 定 条 件 で は な

く 、 返 還 決 定 時 の 資 力 の 有 無 は 、 返 還 方 法 を 一 括 返 還 と す る か 分 割 返 還

と す る か 、 分 割 返 還 の 場 合 の １ 回 当 た り の 返 還 額 を 決 定 す る 際 に 斟 酌 す

れ ば 足 り･る こ と で あ る 。 処 分 庁 が 提 出 し た 弁 明 書 に よ る と 、 平 成 ２ ３ 年

１ 月 ３ Ｌ 日 に 、 請 求 人 に 対 し て 分 割 で の 支 払 い も 可 能 で あ る こ と を 伝 え

て お り･、 こ の 点 も 違 法｡と は 言 え な い冫　　　　　　　 ：　｀　　　　　　　 コ

以 上 に よ｡り い 法 第 ６ ３ 条 に よ り保 護 に 要 す る 費 用 の 返 還 を 求 め た 処 分

庁 の 処 分 に 誤 り は な いj

(2) 控除額認定の適否にういて　　　　ｌ　　　ヶ
誚求人は，受給した年金を①平成２２年５月１５日　滞納分の家賃23

5, 000円√②平成２ ３年５月白15‘日　鉢㎜ への借金返済60, 000
円、③平成２２年５月１９日 の年会費12, 000
円，④平成２３年５月２β日電気製品･り購入費5, 544円，⑤平成２２年
1?月３０日 。妹㎜ へ９借金返済300, 000円ヽ⑥平成２２年５,月
3(j 日　姉四 やの300,000 円ご巾平成２'2年６月６日　電気製･
品め購入費140,000円，⑧平成２２年１ ０ 月 １ 日　オードブルの購入費6，
000円，⑨７か月分の生活費として700, 000円を費消したと主張している。

’ ‾’らﾐ _ . I － _
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問 答 集 問 ８ － ９ ５ に お い て 、 保 護 開 始 前 の 借 金 に 対 す る 弁 済 金 に つ い

て は 、 収 入 か ら 控 除 ず る こ と は 認 め ち れ な い と し て い る 。 こ れ は 、 も し

そ の よ う な 措 置 を み と め る な ら ば 、 保 護 を 受 け る 以 前 に お け る 個 々 人 に

よ っ て 異 な る 程 度 に 営 ま れ て き た 生 活 ま で も 、 法 に よ り 保 障 す る こ と と

な/り 、 保 護 を 要 す る 状 態 に 立 ち 至 っ た と き か ら 将 来 に 向 か う て そ め 最 低

限 度 の 生 活 の 維 持 を 保 障 せ ん と す る 法 の 目 的 か ら 著 し く 逸 脱 す る こ と と

なー る と の 考 え 方 で あ る 。 こ め 考 え 方 は 、 法 第 ６ ３ 条 の万返 還 額 を 決 定 す る　 。

場 合 に お い て も 堅 持 さ れ る べ き も め で あ る こ とでか ら 、 処 分 庁 が 上 記 ② 、

⑤ 、 ⑥ に つ い て 控 除 し な い と し た 判 断 に 違 法 ま た は 不 当 な 点 は 蒭 め ら れ

な い 。　　　　　　　　　　　　　　　　　 十

① に つ い て は 、 保 護 受 給 前 の も の か 、 保 護 受 給 中 の も の か 不 明 で あ る

が 、 保 護 受 給 前 の 滞 納 で あ れ ば 前 記 こと 同 様 の 理 由 か ら 、 保 護 受 給 中 の 滞 づ
僵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　●

納 で あjれ ば 、 処 分 庁 か ら 住 宅 扶 助 費 と し て 支 給 さ れ た 保 護 費 を 住 宅 費 に

あ て ず に 他 に 流 用 し て い た こ と と な り 、 い ず れ に つ い て も こ れ を 控 除 し

な い と､し ｸだ 処 分 庁 の 判 断 に 違 法 ま た は 不 当 な 点 は 認 め ら れ な い 。　=､

③ に つ い て 鴎 、 世 帯 の 必 要 性 に 応 じ て 、 家 計 の や り く り で ま か な う も

の で あ り 、 控 除 し な い と し た 処 分 庁 の 判 断 に 誤 り･は な い 。。･ 。・。・ 。　　･･

し ④ に つ い て は 、 処 分 庁 が 前 記 問 答 集 問13-5 の 規 定 に 照 ら し て 、 控

除 の 必 要 性 を 判 断 し た も の で あ り 、､違 法 と は 言 い 切 れ な い 。 Ｓ　　。　　　　　　。|

⑦ ’、 ⑧ 、 ⑨ は 、 平 成 ２ ２ 年 ６ 月 １ 日 の 保 護 廃 止 日 以 降 に 費 消 し た も の

で あ る 。 処 分 庁 は 、､ こ れ ら を 本 来 の 要 返 還 額 か ら 控 除 す る か 否 か を 、 問

答 集 問13-5 の 規 定 に 従 い 、 ⑦ 、 ⑧ は 控 除 せ ず 、 ⑨ に つ い て は 、 一 部

を 控 除 す る こ と と 決 定 し た も の で あ る 。　　　 ｊ　　　　　　　 犬

処 分 庁 の 平 成 ２ ２ 年 ５ 月 ７ 日 付 け ケ ー ス 記 録 に よ る と 、 処 分 庁 は 請 求

人 が 「 ６ 月 す ぎ に 年 金 と’遡 及 年 金 」 を 受 給 す る こ と を 詔 識 し て い る 。 法

第 ６∴３ 条 に お け る 「被 保 護 者 」 に は 、 過 去 に 保 護 を 受 け た 者 も 含 め る こ

と と さ れ て お り 、 遡 及 期 間 や 遡 及 額 が 不 明 で も 、「遡 及 年 金 」 で あ る 以

上 、 法 第 ６ ３ 条l と 基 づ く 費 用 返 還 請 求 の 対 象･と な る 「 資 力 の 発 生 時 点 」

が 保 護 受 給 中 で あ る こ と は 、コ十 分 予 測 さ れ･、 す み や か に 年 金 の 遡 及 期 間

や 金 額 を 調 査 し 、 法 第 ６ ３ 条 を 適 用 す べ き で あ っ た 。　　　　 十　　　 卜

し か し な が ら 、 処 分 庁 は 、ﾀご れ を 怠 り 、 請 求 人 が 遡 及 受 給 し た 年 金 を

費 消 し た と し て 保 護 申 請 し て ⌒き た 後 に 調 査 し て い る 。　　　　 ＼

こ れ が た め に 、 法 第 ６ ３ 条 の 適 用 が 遅 く な=り 、 ⑦ 、 ⑧ を 認 め ず 、 ⑨ の

一 部 の み を 控 除 す る と し た 処 分 は 、 結 果 的 に 保 護 を 受 給 し て い な い 期 間

ﾚの 生 活 を 保 護 基 準 で 拘 束 す る こ と と な っ た も め で あ り 、 不 適 切 で あ っ た

と 言 わ ざ る を 得 な い 。 卜
処 分 庁 は 、 こ の よ う に な 七）た 原 因 と し 七 、 請 求 人 に よ る 申 告 義 務 違 反

を 主 張 ’し て い る が 、 上 記 の と お り 処 分 庁 が す み や か に 事 務 処 理 を お こ な



つていれば防ぎ得たものであり、この主張を採ることは出来ない。

以 上 の と お り 、 処 分 庁 に よ る 法 第 ６ ３ 条=の 適 用 自 体 に 違 法 ま た は 不 当

な 点 は な い が 、 本 来 め 要 返 還 額 か ら 控 除 す る 額 の 認 定 に つ い て は 、 不 適

当 で あ る と 認iめ ら れ る ○　　　　　’　　　　　　　　　　　　　・　、　　　　　　･’　･I　
－

第４　結論　 ダ △　　　　　　　　　 ご　･-
以上のとおり、請求人の主張には理由がある。ようて、行政不服審査法

第４０条第;3楫の規定に基づき、､主文のとおり裁決する。卜　　　 ／

月
白

教 －ボ

.?

この裁決に不服がある場合には、この裁決書が到着した日の翌日から起算し
て３０日以内に厚生労働大臣に対し再審査請求をすることができます（なお、
裁決があったことを知づ｡た日の翌日から起算しで3 十〇日以内であっても√裁決
があった日の翌日から起算して１年を経過すると再審査請求をすることができ
なくなります。）。　　　　　　　二　・　　　ニ　　　　　　　　　ト　 ト
また、この裁決についでは、･この裁決がありたことを鍜った日の翌日から起
算して６か月以内に、この裁決の前提となる決定をした㎜ を被告どしT（ 叫

訟にお1,ヽて㎜ を代表ずる者は㎜ 長となりまず。）二決定の取消しの訴え
を; あるいはj大分県を被告として（訴訟において大分県を代表する者は大分県
知事となります。）この裁決の取消･しめ訴えを提起することができます（なお、
裁決があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であって’も、裁決
があった万IEiの｡翌万日から起算して１年を経過すると決定及び裁決の取消しの訴え
をすることができなくなります。）。　　　　　　　　　＼ ＼

平成２３年９月１ ６日

審査庁 大分県知事 広　瀬　勝

-
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